
ダウンフォール
前触れなし。青天の、いや、夜空の霹靂だった。らんらんと輝くニュー・アンゼルスのネオンど
もの光は、赤道の黄昏じみた速度で都市を突っ切る。事態はぶっ壊れながら、秩序なく進行し
ていく。あるはずのない船のドライブフレームのように、ストロボ・ライトは真上から降り注ぐ。
マンタでは、カーボンの雨のかけらが窓を粉々にし、次々と落下していくホッパーは溶け、ね
じれ、悩ましげに象られていった。カヤンベは、何かが惑星大のギターを気まぐれに爪弾くか
のように、骨振動で揺れ鳴いた。

夢と信仰、そして強化バッキーウィーブによって織りなされた、か細い糸に世界はぶらさがっ
ている。その糸のか細さに誰も気づくことはない…誰かに糸が切られちまう、その時までは。

このPDFは100%のサイズで、余白なしで印刷してください。
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